
令和８年度第２回 海老名市・県フルインクルーシブ教育推進会議【議事概要】 

 

１．開催の状況 

（１）開催月日：令和８年８月 26日（水）14:30～16:00 

（２）開催場所：神奈川県庁本庁舎 ３階 大会議場 

（３）出 席 者：14 名 

        ※１名欠席（海老名市教育委員会教育部次長） 

 

２．あいさつ 

〇 伊藤教育長（海老名市教育委員会）より、本会議では、今年度のこれまでの取組の報告と今後

の取組に対しての議題があることの確認と、本日の議論を今後の施策に生かしていきたい旨のあ

いさつがあった。 

〇 花田教育長（神奈川県教育委員会）より、県としても今年度、取組に対する予算を立てて施策

として進めており、本日の会議では今年度のこれまでの取組の報告があることと、共生社会の実

現をめざして取組を丁寧に進めていく必要がある旨のあいさつがあった。 

 

３．報告 

（１）令和８年度の主な取組状況について【資料１】 

○ 事務局より、令和８年度の主な取組状況について、資料１に基づき、報告がなされた。 

（２）教育支援コーディネーター情報連絡会（第１～４回）実施報告について【資料２】 

○ 事務局より、教育支援コーディネーター情報連絡会（第１～４回）について、資料２に基づ

き、実施報告がなされた。 

（３）フルインクルーシブ教育推進アドバイザー派遣の実施状況について【資料３】 

 〇 事務局より、フルインクルーシブ教育推進アドバイザー派遣の実施状況について、資料３に基

づき、報告がなされた。 

（４）調査研究部会の進捗について【資料４】 

 〇 事務局より、調査研究部会の進捗について、資料４に基づき、報告がなされた。 

※令和８年度海老名市フルインクルーシブ教育シンポジウムについて、事務局より書面にて報告がな

された。【資料５、５－２】 

※令和８年度海老名市フルインクルーシブ教育推進協議会の進捗について、事務局より書面にて報告

がなされた。【資料６】 

 

（主な意見） 

・令和８年度インクルーシブ教育推進フォーラムで実践報告があった市内中学校のように、各校の課

題に合わせて教育支援コーディネーターを中心とした取組を進めてほしい。 

・フルインクルーシブ教育推進アドバイザー派遣について、伴走型の取組ということで学校のニーズ

に合わせて、活用が積み重なっていくとよい。 

・調査研究部会で作成中のアンケートを今年度実施し、次年度の取組に生かせるとよい。 



４．議題 

（１）居住地交流について【資料７】 

 〇 事務局より、居住地交流について資料７に基づき説明がなされ、その後協議を行った。 

（主な意見） 

・ 地域の中に友だちがいるということは心強いことであり、豊かな暮らしにつながる。そういっ

た意味でも地域につながる居住地交流を進めていくことは意義のあることである。地域の学校

とともに進めていくことが大切である。 

・ 交流に向けた手続き等が大変なこともあるので、もっと簡単に交流ができるといい。 

・ 居住地交流はもっと通常の学級との交流が進むといい。ただの交流で終わらず、それぞれのこ

どもにとってどんな学びがあるのかまで考えていく必要がある。 

・ 居住地交流の際に、地域の学校に交流するこども用の下駄箱や机が用意されていたことがあっ

た。こども・保護者は、その配慮がとてもうれしい様子だった。 

 

（２）海老名市の「学び」について【資料８】 

○ 事務局より、海老名市の「学び」について、資料８に基づき説明がなされ、その後協議を行っ

た。 

（主な意見） 

・ 学びを保障するだけでなく、「そこにいること」そのものに価値がある。その中での学びをどう

するのか。手立てを考えなければならない。そうしなければ、本人・保護者には地域の学校を選

んでもらえないであろう。 

・ 誰もがともに学べる環境を考えていくとき、インクルーシブ教育と授業づくりは切っても切れな

い関係である。市としてのインクルーシブ教育推進の取組を進める上で、学びについて考えてい

くことは意義のあることである。 

・ 「こうあるべき」となりすぎないことに気を付けたい。学校にこどもを合わせるのではなく、こ

どもに合わせて学校を変えていかなければならない。 

・ 今日の議論が「理想だよね」とならず、今までの学びの価値観を変えるためにも社会に見せてい

かなければならない。それを進める中で今までの 35 人という学級規模でできるかどうか。モデ

ルをつくって見せる必要もあるのではないか。 

 

（３）令和８年度有識者等による外部評価について【資料９】 

○ 事務局より、令和８年度有識者等による外部評価について、資料９に基づき説明がなされ、資

料のとおり確定した。 

 

５．事務連絡 

○ 第３回調査研究部会は 10月 28 日（水）に、学校見学と合わせて実施予定 

○ 第３回推進会議は２月８日（月）10：00～11：30 に、えびなこどもセンターで開催予定 

以上 


